
👈１２月
がつ

最
さい

後
ご

の６年生
ねんせい

家
か

庭
てい

科
か

調
ちょう

理
り

実
じっ

習
しゅう

では、おせち料
りょう

理
り

の３品
しな

を 

調
ちょう

理
り

しました！ 

紅白
こうはく

なます・田
た

作
づく

り(ごまめ)・さつま

いもの“きんとん”を作
つく

りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新
あたら

しい年
とし

になりました。今年
こ と し

も食育
しょくいく

だよりを発行
はっこう

します。よろしくお願
ねが

いします。 

みなさんは『正月
しょうがつ

』と聞
き

くとどのような料理
りょうり

を思
お

い浮かべますか？まず、「おせち料理
りょうり

」

や「雑煮
ぞ う に

」が思
お

い出
だ

されるのではないでしょうか？あまり馴染
な じ

みがないかもしれません

が、「七草
ななくさ

がゆ」を１月７日に食
た

べる風習
ふうしゅう

もあります。最近
さいきん

では、お正月
しょうがつ

でも多
おお

くの

お店
みせ

が営業
えいぎょう

していて、普
ふ

段
だん

通
どお

りの食
た

べ物
もの

を食
た

べることができるため「おせち料理
りょうり

」や

「雑煮
ぞ う に

」以外
い が い

のものを食
た

べることも多
おお

いかもしれません。『和
わ

食
しょく

』は世
せ

界
かい

無
む

形
けい

文
ぶん

化
か

遺
い

産
さん

に選
えら

ばれてから約
やく

10年
ねん

が経
た

ちますが、『和
わ

食
しょく

』の代
だい

表
ひょう

的
てき

な特
とく

徴
ちょう

として「正月
しょうがつ

などの

年中行事
ねんじゅうぎょうじ

との密接
みっせつ

な関
かか

わり」があげられています。 

  

 

 

 

 

正月
しょうがつ

料理
りょうり

は、地
ち

域
いき

や家庭
か て い

によって、味
あじ

つけや使
つか

われている材料
ざいりょう

などが違
ちが

います。同
おな

じ地
ち

域
いき

で過
す

ごしている友達
ともだち

同士
ど う し

で話
はなし

をしただけでも、その違
ちが

いを感
かん

じることができる

と思
おも

います。食
しょく

文化
ぶ ん か

は、生
う

まれ育
そだ

った場
ば

所
しょ

や住
す

んでいる地
ち

域
いき

でとても違
ちが

いが生
う

まれる

ものです。自
じ

分
ぶん

たちが住
す

む地
ち

域
いき

の正月
しょうがつ

料理
りょうり

とほかの地
ち

域
いき

とでは、どのような違
ちが

いがあ

るのかを調
しら

べるのもいいですね。今回
こんかい

は、昔
むかし

から食
た

べられてきた正月
しょうがつ

ならではの食
た

べ

物
もの

について３つ紹介
しょうかい

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   上
うえ

の料理
りょうり

以外
い が い

にも｢紅白
こうはく

なます(金時
きんとき

人参
にんじん

と大根
だいこん

の酢
す

の物
もの

)｣や｢鰤
ぶり

｣｢れんこん｣な 

どの食材
しょくざい

もおせち料理
りょうり

に入
い

れられることが多
おお

く、初日
しょにち

の給 食
きゅうしょく

に出
で

る予
よ

定
てい

です。 

｢紅白
こうはく

なます｣は、紅白
こうはく

の色
いろ

が祝
いわ

い事
こと

に用
もち

いる※水引
みずひき

を表
あらわ

し、平安
へいあん

と平
へい

和
わ

 

の願
ねが

いが込
こ

められています。また、｢鰤
ぶり

は成長
せいちょう

するにつれて名
な

前
まえ

がかわ 

る出世魚
しゅっせうお

｣とされ、縁
えん

起
ぎ

の良
よ

い魚
さかな

とされていて、おせち料理
りょうり

には焼
や

き物
もの

 

として入
い

れられることが多
おお

いです。｢れんこん｣は、断面
だんめん

に穴
あな

が 

あいていることから｢見
み

通
とお

しがきく｣ということで、縁起
え ん ぎ

の良
よ

い 

野
や

菜
さい

とされています。 

令和７年度(2025年度) Ｎｏ.22 
 豊中市立庄内さくら学園 栄養教諭 髙木智子 

←※水引
みずひき

 

 

裏面に続きます 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前
ぜん

期
き

・後
こう

期
き

ともに給 食
きゅうしょく

では“すまし仕立
じ た

ての雑煮
ぞ う に

”が出
で

る予定
よ て い

です。過去
か こ

には“白
しろ

みそ仕立
じ た

ての雑
ぞう

煮
に

”が出
で

たこともありますが、“すまし仕立
じ た

て”の方
ほう

がよく食
た

べる印象
いんしょう

です。お正月
しょうがつ

のお餅
もち

といえば“雑煮
ぞ う に

”以外
い が い

にも“鏡
かがみ

もち”もあります。 

ＣＭなどでも目
め

にする機
き

会
かい

も多
おお

い“鏡
かがみ

もち”にどんな意味
い み

があるか知
し

っていますか？ 

 

鏡
かがみ

もちについて 

鏡
かがみ

もちをお供
そな

えする風習
ふうしゅう

は、

室町
むろまち

時代
じ だ い

から始
はじ

まったと言
い

われ

ています。鏡
かがみ

もちは新年
しんねん

の神様
かみさま

である「年
とし

神様
かみさま

」をお迎
むか

えしたと

きのお供
そな

え物
もの

で、飾
かざ

りの全
すべ

てに

意味
い み

があります。2段
だん

の丸
まる

もちは

太陽
たいよう

と月
つき

を表
あらわ

し、「福
ふく

が重
かさ

なる」

「円満
えんまん

に年
とし

を重
かさ

ねる」という意味
い み

があります。また、丸
まる

い形
かたち

が昔
むかし

の鏡
かがみ

に似
に

ているからだそうです。もちの上
うえ

にのせる 橙
だいだい

は家
いえ

が代々
だいだい

栄
さか

えるように。

両側
りょうがわ

に配
はい

する裏白
うらじろ

は、古
ふる

い葉
は

が落
お

ちずに新
あたら

しい葉
は

が出
で

てくる、生命力
せいめいりょく

と長寿
ちょうじゅ

の

象 徴
しょうちょう

。ゆずり葉
は

は、世
せ

代
だい

がゆずられ続
つづ

いていくように。それぞれの意味
い み

は、とても

縁
えん

起
ぎ

がよくてポジティブです。 

 

鏡
かがみ

開
ひら

き 

 １月１１日は鏡開
かがみびら

きです。この日
ひ

は、正月
しょうがつ

に供
そな

えていた 

鏡
かがみ

もちを木
き

づちなどで割
わ

ってから食
た

べる風習
ふうしゅう

があります。 

「割
わ

る」「切
き

る」という言
こと

葉
ば

は新年
しんねん

では縁
えん

起
ぎ

が悪
わる

いので「開
ひら

く」という 

言
こと

葉
ば

が使
つか

われています。現在
げんざい

は真空
しんくう

パック状
じょう

のもちが増
ふ

えて 

きているので見
み

る機会
き か い

は減
へ

っているかもしれませんね。 

 

七草
ななくさ

がゆ 

１月７日の朝
あさ

に『春
はる

の七草
ななくさ

』すべての種類
しゅるい

が入
は

っ 

た七草
ななくさ

がゆを食
た

べると、 1
いち

年間
ねんかん

を無病
むびょう

息災
そくさい

で過
す

ごせ 

るとされています。七草
ななくさ

はまだ寒
さむ

いこの時期
じ き

にいち 

早
はや

く芽吹
め ぶ

くことから、すごくパワーがあるとされて 

いました。ちなみに、“すずな＝かぶ”、“すずしろ＝だいこん”のことをいいます。 

今回
こんかい

は、お正月
しょうがつ

の食
しょく

文化
ぶ ん か

を紹
しょう

介
かい

しました。ひとつひとつに意味
い み

があり、願
ねが

いが

込
こ

められていることを知
し

ってもらえると嬉
うれ

しいです。 

 

※雑煮
ぞうに

は家
か

庭
てい

によってもさまざまです。また、雑煮
ぞうに

以外のものを  

食
た

べる地
ち

域
いき

や家庭
かてい

もあります。このマップは、あくまでも目
め

安
やす

です。 

農林水産省 HP より 


